【様式３】

令和７年度特色ある学校づくり推進事業報告書

学校番号（１０９）　学校名　　豊田市立猿投台中学校

１　テーマ

　　　生徒が主体的に取り組み、自立心を育める環境の充実
２　ねらい

（1） 自ら学ぶ　ともに学ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本校の生徒は真面目で素直な生徒が多い。その反面、受け身的であり、自ら
考え、行動するといった面を伸ばすことが課題である。そこで、生徒の主体性
を育て、生徒一人一人の自立を支援する教育活動を工夫していく。
（2） 生徒の人間関係作り
学級活動、生徒会・委員会活動などで、生徒が学校生活を、自分たちの手で
よりよくしていく自治的な活動を目指す。行事においても、生徒の主体的な取
組を支援し、一人一人が達成感と自己有用感を味わえるようにする。

　　　 本校は伝統的に、体育祭における「クラスアピール」、文化祭での異学年交流
などを通して、１～３年生までの生徒が交流し、お互いに成長する姿がある。
これらの行事を通して、活動を生徒自身が考え、主体的な活動になるように支
援する。
３　活動内容
（1） 生徒会、委員会活動、学年ごとの活動
　　　 生徒会や委員会活動では、「これだけはＣＡＮペーン」、「ルックティーチャーＣＡＮペーン」、「ＭＳＴＰ（黙々・隅々・テキパキ・ピカピカ）清掃CＡＮペーン」、「清潔ＣＡＮペーン」、「ボイスチェンジＣＡＮペーン」、「ＴＰＣ（手ピカピカ）ＣＡＮペーン」、「Ｋ＆Ｋ（借りて・返す）ＣＡＮペーン」などを行った。また、学年ごとでは、「声量アップＣＡＮペーン」「学校生活向上ＣＡＮペーン」「ＡＳＫ（挨拶・切り替え・掃除）生活強化ＣＡＮペーン」「ＢＬＴ（行動・限界・時間）ＣＡＮペーン」「生活能力ＣＡＮペーン」「学習向上ＣＡＮペーン」などを行った。

（2） 体育祭、文化祭などの異学年交流
　　　 体育祭では、異学年交流として団を結成し、３年生が後輩に、パフォーマン　　
　　 スの指導をした。また、クラスアピール活動では、１年生は課題曲、２・３年
生は自由曲をもとに、クラスのテーマに合った演技を披露した。
　　　 文化祭では、３年生と１・２年生が合唱の聴き合いを行い、３年生が後輩に
アドバイスをし、その成果を本番で披露した。

４　成果と課題

（１）　生徒会や委員会活動の「ＣＡＮペーン」は、各委員会の委員長が中心とな
り、猿投台中学校の現状を把握した中で、計画・実行した。各学年においても、
よりよい集団にしていくために必要なことを視点において、企画委員が中心と
なって、計画・実行した。いずれも、生徒たちが自主的に動き、声を掛け合い、
多くの生徒が意識して行動することにつながった。
課題としては、生徒主体の活動であったとしても助言するという立場で、「Ｃ
ＡＮペーン」が実施される前に教師の共通理解が必要であると感じた。
（２）　体育祭では、各団の団長を中心に、３年生が後輩に助言することで、３年生の自信につながった。また、１・２年生も「３年生のようになりたい」という気持ちをもつことができた。体育祭が終わったあとの生徒の感想を見ると、３年生は、「団の仲間たちと学年の垣根を越えて高め合い、応援し合うことができて嬉しかった」という感想が見られた。２年生は、「先輩の姿を見てがんばろうと思ったし、来年は先輩のようになりたい」という感想が多く見られた。参観した保護者からは、「よかった。特に３年生に上がるにつれて、さすがという感じがした」という声が多く聞かれた。
文化祭では、３年生が１・２年生に歌い方のアドバイスを与えることで、自分たちも意識してやっていきたいという気持ちになり、１・２年生は３年生のアドバイスを聞いて、自分たちの合唱に取り入れようと意識する姿が見られた。また、１・２年生が、３年生の合唱を聴いた感想を言う姿も見られ、３年生は、その１・２年生の感想から勇気をもらってさらに合唱に励む姿も見られた。上記の内容は、文化祭が終わった後の生徒の感想からも見ることができた。保護者の方も合唱を聴いて、感動している様子が伺えた。さらに、スタッフ活動においても、３年生が１・２年生に教えながら、取り組む姿が見られた。
課題としては、３年生の一部が活躍する姿が目立っていたので、どんな形
であれ、３年生のすべての生徒が、１・２年生に関わることができれば、もっと満足のいく生徒が増えたと感じた。

５　保護者・地域への情報発信の取組実績

　・ホームページを随時更新し、各学年の取組を紹介した。
　　（アクセス数・・・５月「体育祭」約８０００、１０月「文化祭」約８０００）

　・学校だよりを発行し、各学年の取組を紹介した。

・体育祭や文化祭で、保護者や地域の方にも参観していただき、特色ある学校づくり推進事業の取組に関する成果を見ていただいた。


